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第2章 問題解決プロセス-その2
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問題解決プロセスについて、より深く学習するには、論理思考講座、「第2章 問題解決の主役はロジカルシンキ
ングである（http://www.ltkensyu.com/logicalthinking/1-2.html）」をご参照ください。



問題解決プロセスと各ステップの狙い・要点
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1 課題形成

2 解決策立案

3 実行

1-1 問題の把握と情報収集

1-2 本質的問題の発見（分析）

1-3 課題化（整理・統合）

2-1 枠組み設定とアイディア出し

2-2 解決策の仮設設定

2-3 解決策の仮設検証

3-1 結果と論理の明確化

3-2 キーパーソンの説得と実行

3-3 モニタリングと見直し・修正

課題を明確にし、目的達成のための本質的解決策の基本方向を明らかにする

問題の概要把握、目的・背景理解に立ち、問題に関連する情報を収集す
る

問題の本質を明らかにする

課題を明確化してゴールを設定し、解決策の基本方向を明らかにする

解決策の基本方向に沿った、最適な解決策を選択する

実施する解決策を関係者と共有・納得の上で計画的に進め、状況の変化に対応する

解決策の基本方向に沿った、解決策案の中から最適な解決策を選択する

複数の解決策の中から、最適な解決策を選択する

実行する解決策案が目的達成となることを検証する

ここまでのプロセスを振り返り、関係者の説得が可能な結果と論理であ
ることを確認する

キーパーソンと共有し、実行計画を立て推進する

絶えず、進捗状況を把握し、状況の変化に適切に対応する



前提条件の設定

あるべき状態

解決策立案課題形成図

現状

実行問題＝ギャップ

問題解決に際しては、可能な限り「より上流プロセス」において、不合理でない適切な前提条件を明確に設定して
進むべきである。（しかし、実際は下流プロセスに進んでから前提条件の設定必要性に気づくことも多く、必要な
段階で随時設定しても良い。）
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適切な前提条件の設定は課題を明確にし、どうでも良いことに無駄
なエネルギーを使わず、考察を助け、本質部分に集中して頭を使え
るようにするために大変役に立つ

前提条件
随時設定して良いが、可能な限り上流で！

一方、制約条件や与件として認識している前提条件には注意が必要であり、それらの前提条件に対しては「本当に
そうなのか」と疑いの目を向けて再検討することも大いに意味のあることである



問題解決のあらゆる場面で欠かせない目的達成志向

あるべき状態

解決策立案課題形成図

現状

実行問題＝ギャップ

問題解決の如何なる場面においても、常に「問題解決のあるべき状態」を念頭に置き、各プロセス毎にどのような
ことを目的として取組んでいるのかを意識して、即ち、“目的達成志向を持って”臨む必要がある
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問題の設定
において

解決策の選
択において

情報収集に
おいて

本質的問題の
発見において

解決策の立
案において

実行にお
いて

“目的達成志向”を各プロセスに合う具体的な言葉に言い換えると良い
例： “問題を発生させる確率が高そうな原因を抽出しようという意志を持って”

“問題の波及範囲が広く・大きく影響する原因を探る気持ちで”



問題に応じて異なる各プロセス・ステップの重み

あるべき状態

解決策立案課題形成図

現状

実行問題＝ギャップ

問題解決の各プロセス・ステップの重要度は目的・背景や問題の性格に応じて異なるものであり、状況に応じて重
みづけを変え、柔軟に臨機応変に取り組むべきである
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“あるべき状態”はいろいろ、
いつも恒久的解決とは限らない 本質的問題の解決だけでは

済まないことが多々ある

原因のある問題は、情報収集にお
いては現状側にウェイトがある

“本質”に必要以上に拘ら
なくて良い問題もある

解決策代替案が見つ
からないこともある

途中をスキップして、即
実行という場合もある



見直し・繰返しながら進む問題解決のプロセス

あるべき状態

解決策立案課題形成図

現状

実行問題＝ギャップ

問題解決プロセスには一定のステップがあるが、たとえステップに沿って進めても、矛盾や不備に気づき、途中で
元のステップに戻って見直す、または発散・収束の繰返しの必要が生じるものである
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時には大きな見直しループも

途中で新たな情報や知見・考察が加わることによって、矛盾や不備に気づき、見直
し、発散・収束を繰返しながら、その都度各ステップのアウトプットが充実化して
行く、いわばスパイラルにアップして行くという状態に似る。

例えば、前提条件の設定、課題形成、目標・ゴールの設定、解決策の基本方向の設定、解決策の仮説検証等さまざ
まな場面で、再び新たな情報収集を要するなど、見直し・繰返しの必要性に気づくことになる。



アイディア創出の方法（参考）
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•方向・位置・時間・組合せ・追加・削除などあらゆる変更可能な自由度を使って思考する。
•アナロジーからの飛躍などを試み、大胆に大きく飛んで、思いつき程度のことを遥かに越えよ
うと、「あり得ないこと」を思考してみる。

アイディア
創出の方法

論理思考的
観点に立つ

創造思考的
観点に立つ

目的・原点に
立ち返る

本質を見直す

概念に沿う

自由度を拡大
する

•現象や策にとらわれ、考える目的を見失うとどうでも良いアイディアから脱却できなくなって
しまうものだ。そういう場合、目的を再確認する、原点に立ち返ってみるといったことが役に
立つ。

•あるべき姿や基本コンセプトを再確認し、脇道や途中の道筋にこだわらず、遥か遠くの目的地
の方向にこだわることが大事である。

•課題を表面的・短絡的に捉えようとせず、課題を明確に定義し、背後にあるテーマの本質を見
極め、時には別の角度、異なる視点、別の立場から見直してみる。

•過去の経験から自動的に発想したり、反応で答えを出すというのではなく、一呼吸おいて課題
を定義し直し、本質的問題解決プロセスに沿って考える。

•本質というのは、多くの場合、その問題・課題の根底にある法則や仕組みに関わる原理や意味
を深く追求することによって見えてくるものである。

すべての制約
条件をはずす

•枠組みの設定は論理思考によるアイディア創出への支援の中核をなすものである。
•上位概念としての枠組みから、あるいは同一概念・類似概念のものからヒントを得て考える。
（TRIZ、特性列挙法、KJ法など多くの発想法）

•自分に染みついている世の中・業種・業界・自社・組織の常識・従来の枠組み、会社の現状・
事情・文化・風土、自分の立場・役割、成功・失敗体験、偏見、先入観、固定観念、既成概念、
ビジョン、コンセプトなどの一切を取り払い、オールゼロクリアして考えてみる。

アイディア創出の方法いろいろ

アイディア創出の基本


